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東南アジアにおける生薬の比較研究

(第Ⅷ報)千

-- ク チ ン の 中 荊 (1)-

新 田 あ や *

AComparativeStudyofCrudeDru色sinSoutheastAsia,PartVIII

- ChineseCrudeDru皇satKuchin色(1)-

by

AyaNITTA

Inprecedingpapers)about600ChinesecrudedrugscollectedinSingaporewere

describedanddiscussedonthebasisoftheirorlglnSWithreferencet()"YaoICai-Xu6,"
(1961)and"TheGardens'Bulletin,Vol.6"(1930).

Thepresentseries｡fpapersdealswithChinesecrudedrugscollectedaりoon別ing

Pharmacy,Kuching,Sarawak,EastMalaysla,in1971.Altogether424crudedrugs
wereobtained,thegreaterpartofwhichwereofvegetableorlgln,theremainderbeing
eitherofanimalorofmineralorlgln. Thevegetabledrugsmaybedividedinto10groups

onthebasisoftheirshapeortheirorlglnintheplant,e･g･,bark,root,凸ower,ete･
Abouthalfofthedrugs,203,aredescribedinthispaper. Thepartsoftheplants

are:woodandstem(42outof203),barkandrootbark(16),rhizome(45),root(90),
andleaf(10). Thesearesoldincertainshapesandsizes(AtoFbelow)inac(､ordance

witheithertheiroriginintheplantortheplantspecies;(A)stemsandrootsmeasuring

>1cm indiameter---obliquelycutintopiecesofト3mmthickness,(B)biggertrunks
andbranchedroots一-Chipsof3--5mmmaximumlength,(C)smallstemsandherbs-cut

intopiecesof3-7cmlength,(D)bark-1engthwisestripsof3-5mmwidtharecutinto

piecesof1-3mm length,(E)stemsandrootsofsomeplantspecies-cutintoround

slicesof1mm thickness,(F)drugsofsmalloriginalsize一一一Withoutcutting･

FurtheranalysesoftheChinesecrudedrugsofKuchinglnCOmparisonwiththose

ofSing叩OreWillI)eattemptedinthepaperstofollow･

これまでにシンガポールの中桁について5報1)にわたって記載し,それらの質的な解析,量

的な分析ならびに出所についての若干の検討を加えた｡

さて本報ではクチンの中荊について述べる,記載方法はすべてシンガポールの中薪の場合と

†第Ⅶ報:新田あや,吉田集両,小島一郎:『東南アジア研究』(1975)Vol12(4),pp.507-524
*京都大学薬学部生薬学教室
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東南アジア研究 13巻2号

同様に行ない,まず全生薬約400品日を記載 した後, 同様の解析を試み, またシンガポールの

中窮と比較して検討してみるつもりである｡

クチンは東マレーシア,サラワク州の州都で,中国系人口は約70%を占める｡2)著者は森林

保護局の Chai技官の紹介に上り "永寧 (JoonNing)中西前行〝でとり扱っているほぼすべて

の中窮を入手した｡ただし,シンガポールの場合と同様に厨香,塘酢,鹿茸,燕巣,牛黄など高価

で,しかも比較的よくその基原のわかっているものは除外 した｡全部で435品目あったが,本邦

-の輸送中に事故があり,消失したものが11品目(リス トから生薬名はわかっている)あり,さら

に若干のものは性状にいくらか変化を来たしているので,結局手許にあるものは424品目である｡

それらについて,シンガポールの中約の場合と同様におおまかに用部別とし,生薬名とその

基原あるいは性状を簡単に記述する｡ そして全品目を記述 し終えた後に,それを資料として,

荊材学および既報のマラヤの中荊群およびシンガポールの中前群との全体的比較を行ない,検

討を加えるつもりである｡ なお個々の生薬について,シンガポールの中薪と比較し,その異同

についても記述する｡

材料は直ちに使えるようにいろいろな形にカットされていることは,シンガポールの中薪の

場合と同様である｡カット法は中約の種類と形状によりほぼ一定であるため,次の記号で表現

し,それ以外のものは簡単にその形状を記述することにした｡

A:厚さ1-3mm (時に 5mm)にの斜切片,径が約 1cm以上の茎･材類および板類に多い｡

B:厚さ3-5mm,大小不揃いなチップ状,材類および分岐部分をもった板類に多い｡

C:長さ3-7cm,細い茎類および全軍類に多い｡

D:幅 3′-5mm (時に 1cm),厚さ 1′-3mm の縦切片,皮類に多い｡

E:厚さ約 1mmの横断切片｡

F:ほとんどカットされていないもの｡ ただし容器に入る程度の大きさにはなっている｡

本報では茎 ･材軸 (42),皮類 (16),根茎類 (45),板類 (90)および莫瓶 (10)の合計203

品目について述べる｡

茎 ･材類生薬 :材類と茎類とに分ける｡材類は比較的大きい樹木の材のみからなるもので,塞

類は木本性の枝,藤本茎あるいは草本茎である｡ 基原不明のものは最後にまとめ,整理番号順

に性状をやや詳しく述べる (以下冬用部についても同様である)｡

茎 ･材類生薬は板類生薬と大変まざらわしいので,形状から判断した｡たとえば髄のあるも

のは根という名称であっても,茎 ･材類に含め,どちらかわからないもの,あるいは茎 ･根茎,

および根が混合 していて,根が主なものと思われるものは板類に含めた｡また薬類が混入して

いるものは,本来ならば全章類に含めるべきかもしれないが,慣習上,茎類に含めたものもあ

る｡ すなわち用部別は,あくまで別宜上の手段であって,さして厳密なものではない｡
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新田:東南アジアにおける生薬の比較研究 (節Ⅷ報)

A 材 類 生 薬

I

原

K 1;池 松 節 PinustablaetbrmisCarrier*or
P.mass()ianaI,ambert* [Pinaceael

上 欄

..S21油松節に同じO(A)

K 4;正況 杏 AquilariaagallochaRoxb.*or
A.si｡ensi.iMer,ill* [Thyme.aeace訂 禦 叢デは榊 , S25況香に同じ,

l

*

B 茎 斬 /i:. 莱

l

毒No !生 薬 名

l

ミ ∴ ∴

l

K 7ト桔 寄 集

llll

K 24..血 風 根

l

･K 39!常 山 葉

K 12 石 南 藤

㌔

.K 16弓鳥 本 宿

K338j水 練 柳

K 15!項 陽 片

;K 17 白 通 草

K 18 葉 脈 梗

K 19.内 在 蓉

基 原

MorusalbaIJ.* [Moraceac]

Loranthusparacitites(L.)MerrHl*
[Loranthaceaei

〝

LJOranthussp. lLoranthaceae]

I-Ⅰ()equartiamanshuriensisNakai*
lAristolochiaceacI

ClematismontanaBu(､h.-IITam.cxDC3)

[Ranunculaceae]

Sinomeniumacutum(Thumb.)Rehd.4)
lMenispermaceae]

Cinnamomum (､assialil.* LIJauraeeael

Sargentodoxa(､uneata(Oliver)Rehd.
exWils.* [Sargentod()Xaeeae]

I)ichroafebrifugaIJOur.* [Saxifragaceae]

PhotiniaserrulataIJindl.*? [Rosaceael

Rosalaev唱ataMi｡h,5) [Rosaceae]

Gle(litiasineIISisLam.* [Leguminosae]

Milletiareti(､ulLtta13ellth.* [Leguminosael

ZanthoxylumilVieenn;lC(Ⅰ,am.)DC3)
lRutaceae]

CedrelasinensisJuss.9) [Meliaceael

TamarixchinensisLour.* [Tamarica(､eael

Cynomoriume()ecinutゝmL.*[Cynomoriaceac]

Tetrapanaxpapyrifera(Hook･)K･Koeh*
lAraliaceae]

Perillasp. [Labiatae】

Cistan(､hesalsalienth.etHook,f*
[Oroban｡haceaeI

備 考

Sl桑枝に同じ｡(A)

S｡4桃審生に酷似 し,K7梧寄生と i

ていない｡(C) .

前二者と比較 してやや枝が太い｡ .

(A)

l

s准木通に同じU(E),常用中軍約 1
手冊の准通にあてる(〕

l

新材学では桂枝,S28桂枝に同じ｡

(E)

約材学の大血藤にあてる｡(A)

S199常山茶に同じ｡(C)

S7石南藤に同じ｡(C)

S176金英根に同じ｡(13)

絹材学の昆明鶏血藤にあてる｡(A)

約材学の島木宿はKalopanaxpictus
(Thlln-I)･)Nakai(Araliaceae)であ

る｡(A)

S472格限藤に同じ｡(C)

にあてる｡(C) .

1

荊材学では翁陽,Sll鎖附に同じ｡

(A)

S27蘇榎に同じ｡(A)

S15菰葬に同じ｡(F)

297



K 34.鶏 尿 藤

K 22･灯 心 花

K 23';金 紋 酎

N?｣ __竺 _準 名

立 26と石 沢 香

l

i

K 29F臆 槽根

K 30;紅 小 娘

I

K 32･布 驚 櫓

K 33 吊 風 根

K 35;川 両 龍

K 36.武 麻 根

II

K174!牽 牛 根

東南アジア研究 13巻2号

基 原

Uncariarhynchophylla(Miq.)Jackson*or
U.sincnsis(Oliver)Haviland lRubiaceae]

Pae(leriascandens(Lour.)MerrillP6)
[RulJiaceae]

PhyllostachysnlgraMunro
var.henonisStaffexRendle*or
P.reticulataK.Koch* [Gramineae]

JuncuseffususL.* lJuncaceae]

Desmotriehumsp. lOrehidaceae]

形

備 考

薪材学では釣藤鈎,S16勾藤に同じ｡i

薪材学では竹茄,S18竹茄に同じで
あるが, これは径約 3cmのボール
状｡ !

S19灯心花に同じであるが,ずいの
みからなり長さ5-1;Ocm の帯状｡

扇平な葉状体を有するが,この形質
はDendrobiumとDesmotrichumを ;
区別する点である｡7)高橋 らはこれ
と同じ形質の唐石斜
plicatileLindl.をあ

に Dendrobium
てているが,そ

の形質に関する詳細な記載を行なっ
ていない｡8)(C)

状

(B) 黄色材片で,極めて多孔質で軽く,縦裂しやすい｡,ほとんど香がないO品質
的に劣る沈香類ではなかろうかO

(ち) 表皮は灰かつ色,断面の皮部はかつ色でコルク質,木部は黄白色,多孔質で
偽年輪があり,質は極めて軽い｡

(A) 径 2-3(､m,表皮は黄色でコルク化しているが,時に剥落している｡ 断面の
皮部はかつ色で,木部は黄かつ色,きめがこまかい｡偽年輪はやや不明瞭であ
る｡

(A) 径 7-20mm,外表は灰かっ色で縦紋があり, 断面の皮部はかっ色であまり
厚くない｡木部は黄かっ色で,全休に多孔質,偽年輪があり,軽く破砕しやすい｡

(A) 径 2-3(.m,皮部および表皮は黒かっ色で縦紋があり,数面の不部は黄白色,
放射線は明瞭,年輪がある｡S26川馬胎とは異なる｡

(A) 径 1-2(､m,(時に5cm),表皮は明るいかっ色で横凸紋があり,数面の皮部
は黄色,木部は類白色で,偽年輪がある｡

(A) 径 1-2cm,表皮は灰かっ色で縦紋があり,断面の皮部は紅かっ色, 木部は
黄色,皮部に近い部分は多孔質,かっ色の髄がある｡

(A) 木質藤本茎,径約 3cm,厚さ約 5mm,表皮は灰かっ色で,横凸紋があり,
断面の皮部は紅かっ色で厚 く,木部は黄かっ色,かっ色の放射線は明瞭,道管
小孔は皮部に近い部分ほど密に分布する｡虫害による小孔がある0 S168川山
龍とは同名異物と思われる｡

(A) 径 5-10mm,表皮は淡黄かっ色で,こまかい縦紋がある｡ 断面の皮部は表
皮よりやや色が淡く,木部は黄白色,ち密で,扱かっ色のずいがある｡

(A,B) 径約 1(､m (時に3mm),長さ約 3cmの枝とチップ (2×2×0.5cm3)か
らなる｡わずかに付着している表皮は黄かっ色ないし黄土色で,こまかい縦紋
があり,断面は黄白色で,枝には髄がある｡

(A) 径 6-10mm (時に2cm),厚さ2-5mm,表皮は黄かっ色ないしかっ色で
縦裂紋および刺あるいは刺の残基と思われるコルク質の突起がある｡断面は黄
白色で,中央に小さい髄がある｡

皮類生薬 :∃三に幹皮,時に根皮を含むo

ll
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新田 :東南アジアにおける生薬の比較研究 (欝Ⅷ報)

83K 桑 自皮T

K 39毒粉丹 皮†

K 40 蒐 摩 横

K 41･紫 根 皮

I

K42;玉 桂 皮

K 44 川 杜 仲

I

K 45 海 桐 皮

K 46.用 量 柏

I

K 47 白疾 皮†

K 52 鴨 脚 皮

K 49 北 秦 皮

K 51 用地 骨T

基

Morusan)aL*

原 備

[M.raceaelもS35桑白皮に同じ｡(I))

Paeoniasu統一uticosaAndrew*

[Ranunculaceae]

MagnoliaotficinalisReh(1,etWits.*
[Magno】ia(､eael

KadsurapeltigeraRehd.etWits.*? //

Cinnamomumsp. lLauraceael

Cinnamomum sp . N

FJuCOmmiaulmoidesOliver*lEucommiaccael

FJrythrinaindicaI,.*? [Leguminodael

PhellodendronamurenseRupr.*or

DictamnusdasycarpusTurcz.* 〝

PolygaratenuifoliaWilld.* [Polygaraceael

SchefferellaoctophyllalLour.]Harms3)6)
[Araliacea｡1

FraxinusbungeanaDC*or
F.rhynchophyHaHcmsl.* [0leaceael

PeriplocasepiumBunge* ｢Asclepiadaceael

考

S3鯉口引受にほぼ同じ.(A),根皮｡

新村学では厚撲,SA74川朴根にほぼ
同じ｡(D)

紡材学の柴剤皮にあてておく｡(F)

桂皮砕,S550桂皮とは秤が違うと思
われる｡(F)

筒状,Vict-Nam産という, 前者と
もやや異なる｡(F)

薪材学では杜仲,S37杜仲に同じ｡
長さ5mmにカット

S39,S551梅桐皮とは異なる｡(D)

窮材学では鉱柏,S40黄柏に同じ｡

離村学では自蘇皮｡S46白滝皮に同
じ｡(F)

S129遠志に同じ｡根皮のみ｡(F)

S45鴨脚皮に同じ｡(F)

S42賓樹皮に｢司じ｡(I))

S41五加皮に同じ｡(F)

LycinumchinenseMiller* 【Solanaceae上 前材学では地骨皮｡S43地骨皮に同
;じ｡(F)

T眼皮

根茎類生薬 .再 三に単子葉植物からなるが,シダ類や特定の双子葉植物も含まれるO

No ‖主 薬 名 ll

K 53!金 狗 背

IK 54･骨 砕 補

K 55 川 大 黄

K 56 滴 節 片

K 58 正 室 連 ;

K 59.用 達 粉

基 原 傭 考

cil'otiumt'arometz(Lり･SnE監 S｡niac｡ael腰 官警諾 う金毛狗背os50金狗背に

I)rynariafortunei(Kuntze)J.Smith*
[Polypodiacea可

Rheumpalm乙itumL rl'olygonaceacl

Nelumboml(･ifera(i,aertn.*[Nymphaeaceael

Anemonealtai｡aFischer*｢Rhanunculaceael

CoptlSteethWallich*or //
C.ehinensisFraneh.*

〟〟

S51砕骨補に同じ｡(A)

薪材学では大黄｡S52大黄に同じで
軽常o(A)

S53葡節に同じ｡(E)

約材学では九節菖蒲｡S69川員英に
同じ｡(F)

繭材学によれば云南産黄連をいい,
その基原植物は C.teetoidesC.V
Chengである｡それは径約 2mm,
長さ 2-3cm で根は少なく, やや
小形である.しかし本月:.薬はこの記
戦に一致せ

たは家黄連 (戟

経 3-5mm,良さ
根を伴
品)ま

品)と思われる
S56黄連よりやや大形｡(F)

粉末汚黄色,味は極めて苦い｡
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K 61HP与川 葦

K 62 蒐 活

K 63 !胡 黄 連

K 65 妙 蒼 ノに

K 67.建 滞 舎

I

K 68.馨 竹 根

I

K 70 京 三 貝

ll

K 71;香 附 子

≡ 77喜 1霊 菖 慧

K 75:半 官

I

K 77 日JL;詞 下

K 78;肥 知 母

I

K 96:川 玉 竹

K 80!酒 黄 枯

I

K 81;土 扶 苓

K 82r 粉 只 貝

K 83;仙 草 根

K 85 川 軍 師

300
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原

Corydalisambigua(Pallas)
ChamissoetS(Thlecht.*or
C.hulbosa I)C* [Papaveraceae]

Ligusticum wallichiiFraneh.*

NotopteryglumjncisiumTing*or
N.forbesiiBoiss.* [Umbelliferae]

PierorrhizaKurroaRoyle*
｢Scrophularia｡eael

NardostachysehinensisBatalin*
lValeriana(.eae]

Atraetylod(,slan(,ea(Thumb.)DC*
[ComPOSitael

AtractylodesmaerocephalaKoidz･*
〟

Alismaplantago-aquaticaIJ･
var.orientalcSamuelsson* ｢Alismatat､eacI

Phragmitescommunis(L･)Trinius*
lGramineac]

Imperatacylindrica(IJ.)Bcauv()is
var.majorNees

ScirpusyagaraOhwi*

CyperusrotundusL.*

AcorusgramilleuSSolander*

ArisaemaambiguumFJngler*or
A.japonicaBl.*

〟

PinelliaternataBreiter*

(-P.tuberiferaTenore)

ノγ

〟〟

備 考

S58元朋に同じと思われるが,これ
は類白色｡(E)

S60川考に形状は同じ｡(A),酒浸
後蒸煮品と考えられる｡

S61蒐活にほぼ同じ｡(D)

S63番明達に同じ｡(F)

薪材学でぼけ松香,S64甘松に同じ｡

(F)

加熱加工詔,o S65茅蒼-JTLと同基原と
思われる｡(A)

荊材学では白)itvS66白市に同じ｡

(A)

S98--舎に同じ｡(E)

紡材学では慮板 ｡ S483芦竹根に同
じ｡(C)

S67毛根に同じ｡(C)

じ｡(A)

〟 S64四香附に同じ｡(F)

S72面罵に同じ｡ (A,E)
//

〝 S463胆屋と同じ加工品と思われる｡

(F)

〝 S95法下茶に同じ｡(E)

l

〝 S74半夏に同じ｡特殊加工品｡(E)

" ･,S73上半夏と同じ加 工 品 と思われ

る｡(F)

Ⅰ寸omalom ena saggitaefoliaJungh.? 〟

AnemarrhenaaspholoidesBunge*

PolygonatulTIO瑞cinaleAllioni*

/γ

Polygonatumsibiricum Reboute*
ほか同属植物

SmilaxglabraRoxl).∀ar.eoncolor
(ClI.Weight)WangetTang*

FritillariavertieillataWiュld.
var.thunt)ergiiT3aker*

CurculigoorchioidesGaertn.*

DioscoreabatatasDectlisn.*

DioscoreatokoraMakino*

S93千年健に同じ｡紡材学では原植
物未詳｡(D)

'荊材学では知母,S75知母片に同じ｡
rI,iliaceae] (D)

S76玉竹に同じ｡(D)

S559玉竹条に同じ｡(F)

特殊加 工品 (酒濠など)0(F)

S77土侠苓に同じ｡(A,E)

薪材学では断貝母｡S79断貝母に同

じ｡(F)

lHyp｡Ⅹi｡｡cea｡] 暦 号学では仙茅oS81畑 茅に同じ｡

荊材学では山繭｡S82准山に同じ｡
rDioscoreaceael;(A)

P 紡材学では川草薙｡S83川卑亥に同
じ｡(A)



新田:東南アジアにおける生薬の比較研究 (帯Ⅷ報)

N｡ §生 薬 名 弓 基 原 I 備 考

K 86!川 射 打 B｡lamcandachinensis(L.)｡C* [Ⅰ,ida;eae]庵 材学では射干｡S84川射千に同じ｡

≡ ;; 圭 ･,: t arec-uf:f;r?edg.aal,ainag(aBIeJ:g*ius,Rl.ZsicT.geiごera"ceae]優 慧 ……;;;…香…≡;…冨:≡
(A)

1K 89用 発 表 ICurcumalongaL･* 〝 幣 学では妾黄,S87妾黄に同じ｡

K 92 老蒐皮9) N 〝 S89老叢皮に同じ｡根茎の皮のみ｡
(F )

. 老蒐皮や黒蒐炭は記載 されていな
い｡

K 93 高 良 克 くAIpiniao続ninarumHance* 〝

K 94 粉 自 笈 Bletillastriata(Thumb.)Rechenbachf.*

S90高良妾に同じ｡(A)

蔚材学では自及oS91新自笈とはぼ
[Orchidaceatさ1 同じo(F)

板類生薬 :茎 ･材類か板類か明瞭ではない生薬や,根茎および根からなる生薬,あるいはさらに茎まで含む

庄薬があり,はじめに述べたように便宜上各用部に組みいれ,残ったものをすべて板類生薬とした｡ただ

し基原不明の生薬についてはここに入れるのは適当でないものもあるであろう｡また用部ちがいで同名の

生薬は品質と関係があると思われるが,-･方名称は習慣 ヒであったりして一概にはいえないこともある｡

義 原 . 備

lPiperaceae] S188胡淑根とほぼ同じ｡5,9･11)(A)

l

K 9町 北 和 幸 lAsarumheteropoidesFr･Schmidt

[Polygonaceae]

SIOl細辛に類似する｡(C)

(C)0

SIO2首鳥片に同じ｡(A)

KIO2雄 牛 七 ;AchyranthesbidentataBl･*[Ama,anthacea｡] 憎 .61172;は牛膝oS106准年七に同 j

㌻約材学では商陸｡S107滴陸片に同

仙

片
烏

片

月

片

晃

附
川

烏

隼

烏

威

陪

生

川

生
尊

6

7

8

9

0

1

0

0

0

0

1

1

1

｢⊥
l

1

1

1

K

K

K

K

K

K

ClematischinensisOsbeck*[Ranunculaceae】

A(-onitumehinensisPaxton* 〝

Aconitumsp.

〝

〟〟〟〟

SIO9成果柚に同じ｡(A,C)

Slll熔付片に同じ｡(A)

S561桂川烏に同じ｡(F)
Sl13川烏に同じ｡(A)

S562生草烏に同じ｡(F)

S114草烏に同じ｡(A)
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No l生 薬 名

ki12｢占~~元 片

基 原 備 考

rRanunculaceae]十う関白附子にあてたが,これは中国

!.';-'1:I.:tl.:::?･'.‥十 ;:I.::.:.I:.:-I:Ⅰ･l.:言1鳥 .
giganteumEngler(Araceae)独角蓮
をあてることもあるが,本r7.はアル

カロイド反応が陽性で ある.ため,
Typhonium属でなく,Aconlttlmと
推定されるO(A)

l

K173 山 蒼 根

Kl19:苦 参 根

K120:粉 干 葛

K122.粉 甘 草

Ⅹ123･:山 豆 根

l

K172 地 風 根

ll

K124:高麗人参

:K125!洋参 (｢
:東人参)

ll

.K12針 明 覚 参

302

StephaniatetrandraS.Moore*
[Menispermaceae]

LinderastrychnifoliumVillas* 【Lauraceae]

LitseacubelJaPersoon 〝

Sanguisorba o侃sinalisIJ.* [Rosaceae]

SophoraflavescensAiton* [Leguminosae]

Pueraliapseudo-hirsutaTangetWang*
〟

AstragalusmongholicusBunge* //

GlycyrrhizauralensisFisch.* 〝

SophorasubprostrataChumetT.Chen*

MillettiaspeciosaChamp.3) [IJeguminosae]

MillettiaspeciosaChamp.P u

Millettiacf.congestifloraT.C.Chen*
ノケ

FleminglaCOngeStaRoxb.? 〝

PanaxschinsengNees*
(-P.ginsengC.A.Meyer) [Araliaceael

PanaxqulnquefoliumL.* p

〟〟

LedebouriellaseseloidesWolff*

[Umbelliferael

ChanglumSmyrnioidesWo肝* 〝

本品は酒浸後,加熱加工
と考えられる｡ S118抗
表皮を除き,乾燥 したも
(A)

も
に
O

の
単
る

た
は
あ

れ
雪
で

さ
白
の

S120汗防己に同じ｡径 2-3cm,厚
さ約 2mm の半円形｡

S128台烏薬に同じ｡(E)

S577山蒼根とほぼ同じであるが,
径が大きい｡(A)

S123地輸根に同じ｡(A)

S124苦参根に同じ｡(A)

S125千若とほぼ同じであるが,nTT質
はやや劣ると思われる｡(A)

S127着民に同じ｡(A)

S126甘草とはカット法が異なる｡

(A)

薪材学によれば中
種類が

あ

く,品質
アジアへ
いる基原
｢西産で

ー良
出
物
植

り
も
輸
植

I

そ
好
き
を

の

で

に
罵
び

根
産
よ

豆
生
お

山
で
南

産
ち
挙

国
う

.

3
多
は
も
東南

れているといわれて
あてておく｡これは
物名を｢豆板といわれ

ているが,それを確認 していない｡
(A), 他の2種類は (1)Menisper-
mum dahuricumDC (Menisperma-
ceae),和名コウモリカズラ,中国東
北, 準北などに産し, 藤本性, (2)
ⅠndigoferafortuneiDC (Ⅰ.egumino-
sae),江芽省徐州産で,主として中国
国内で消費されるといわれている｡

S165年大力 (根類)に同じo(A)

K175年大力よりやや細い根か らな
る｡(A)

S470地風根とほぼ同じ｡(A)

S190-条板とほぼ同じであるが,
やや太い｡(A)

(F)

S131洋参に同じ｡(F)

径 1-2mm のいわゆるひげにんじ
んである｡(F)

S132に同じ｡(A)

S133明覚参に同じ｡(F)



新関:東南アジアにおける生薬の比較研究 (常Ⅷ報)

･o l生 壷 名 毒 基 原 備

K129 北 柴 胡 .Bupleurum falcatumL* [Umbelliferael:S134柴崩に同じ｡(A,C)

;K13町 北 砂 参 !(ilehnialittoralisSchmidt*
: ･ (･==Phellopteruslittoralis13enth･)

l

iK132 川 独 活 HeraclcumhesleyanumMich.*or
H.lanatumMich.*

〟〟〟

K133 香 自 在 Angeli(,aanomalaLallem.* 〝

(-A.polymorphaMaxiln･
var.sinensisOliver)

K135 当 帰 尾 〝

K136･信 前 胡 Peu(､edanumpraeruptOrumDunn* 〝

考

S135に同じ｡(C)

S136川南本に同じであるが,やや
小さい｡2種類の混合物である｡13)
(F)

薪材学によれば独活の正長の基原植
物として2種類があげ られている
が,そのほかに附註にさらに2種類
ある(〕本生薬は香があまりないこと
から Allgelica.pubescens Maxim.
(Umbellifcrae)-正品-Angelicada-
hurica(Fisch.)Bcnth.etHook.お

声びAralieacordataThumb.(Araト
lCeae)-附注の2種類-とは考 え ら
れない｡(A)S137独活は芳香が強
く, おそらく Angclicapubescens
Maxim.と思われる｡

薪材学によれば】
物として2種類,

櫨
が
原
類
基
種
の
5
品
は
正
に
の
ら
荘
さ
iiii

あげられている｡)本生薬は虫害がひ
I:
':...霊

山

司
と
ら
く
i

で
こ
か
お
目

の
る
と
て
血

どい
があ

る

あ

こ
て
(Fis

因
び
ま
)

で
面
難
断
あるが,芳香
-刀ミ繊維性であ
ず正品のひとつに
An酢licadahurica
etIIook.一正品-は

粉質で,外形は--一見山薬状を呈する
ため合致しない｡また附注のA.formo
sanumBoiss.(噺江産),A.yabeana
_
汁
;

I
I

.

ト了ブ(
T-

Makino
(大叶′!
Francわ
(毛白)TL'
MaxiTn

A.genuflexa Nutt.14))
.fIeracleumscabridum
白韮),H.lanatumMich.
Peucedanumdecursivum

A.decursiva(Mig.)Fr.
etSav.15))(紫花前胡)なども香,
根の性状などが本性薬と一致 しな
い｡) S138青白正, S569日正はA.
dahurica(Fisch.)Benth.etHook.
と考えられる｡

S141当帰頭に同じ｡(F)

S142当帰尾に
シンガポール

じ同

こ

i

f･] 薬牛
)
の
F
r=

(
れ に等

級があったが,1) ここでは等級はみ
られず,品質はほぼ中llf,llと思われた｡

S139前朋に同じ｡(A)

K137 龍 胆 革 GentianascabraBunge* [Gentianaceael 錨 ヲ撃 )F:!‥に同じであるが,やや

K138 川 考 究 GentianamacrophyllaPallas* 〝

Ⅹ139 白 前 根 CyllanChumstauntoni(I)ccaisne)
llan.･Mazz.* [As｡Iepiadacea可

S144寒先とは形状が異なる｡ すな
わち本生薬は繊維性の残茎と径 2′-
3nlmの細眼からなる,一方シンガ
ポールのものは細根がなく,主根の
皮部のみからなる板状を呈する｡

まぼ同じであるが,
･ものは根茎が相当量
(C)

S145日前根と
シンガーポルの
混入している

S572白眉(敬)根とほぼ同じである
が,クチンのものは綿毛を密生した
茎葉が混入している｡(F) :
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1

･｡

拙

K142

K143

K144

生 薬 名

用 意 琴

黒 元 参

生 地 黄

熟 地 表

K145,巴 戟 内

K146 紅 西 根

K178;黄 枝 根

K147.川 績 断

K148;天 花 粉

ll

K140芦瀞 党 参

K151…防 党

基 原

ScutelariabaicalensisGeorgi* [Labiatae]

ScrophularianingpoensisHemsl.*
lScrophulariaceae]

Rehmaniaglutiosa(Gaertn.)ⅠJiboschitz*
〟

/y

〟

Morindaof=hcinalisHow,* [Rubiaceael

RubiacordifoliaI,.* /γ

GardeniafloridaL.9)
-G.jasminoidesEllis16) 〝

備 考

S149黄琴に同じ｡(A)

S147元参に同じ｡(A)

S148生地にほぼ同じ｡(F)

特殊加工品で,娃地黄よりやや小さ
い｡(F)
戟巴H
〃
ぅ
ま

15
肉
い
ま

S
"
を
た

は

,ぁ

と
が
で

常
み
し

通
の
着
部
付

十

十
し
木

.,i.去
は

.
∵

S152紅茜根より細く,S189人骨丹
によく似ている｡(C)

S473黄枝根に同じ｡(B)

DipsacusJapOnicusMiq･* [Dipsacaceae] S153績断に同じであるが, やや柵
…い｡(A)

TrichosantheskirilowiiMaxim.*
[Cucurbitaeeae]

Platycodongrandinorum(Jac°.)DC*
[CilmPanulaceae]

CodonopsISPilosulaNaunfeldt* N

CodonopsISpilosulaNaunfeldt*? 〝

S179川花弁卜に同じ｡(A)

S155桔梗に同じ｡(A)

S156溶党参に同じ｡(C)

S
に
酒
し
い
る

耶
れ
噴
も
が
し

15
よ
を
た
る

o

防党にほぼ同じ｡(
ば上粛省武都付近
霧 した後,蒸して

材
の
黒
れ
で

薪
も
が
さ
色

Iの
面
載
自

∴
･=･･･
....･.I:'

党というと記
薬の内面は類
防
生
を
本
の

.かしながら組織は固く,熟
工を受けていると田

山
われる

学
に
変
て
あ
加

[Compositae] S157北子苑に同じであるが,やや
:細い｡(F),荊材学によれば産地に
よって基原植物が異 なる｡すなわ
ち A.ageratoidesγar.heterophylla
Maxim.(酉紫苑,陳甘苧盆地産),
LiguraliafischeriTurez.(Composi-
tae)(東甚迂守,吉林産),Ranunculus
chinensIS Bunge (Ranunculaceae)
(黒友江省産)であるが,ひとまず
産地から最も可能性のあるものをあ
てておく｡

K154て贋 木 香 SaussurealappaClarke*

K156 人 小 針 :Cirsiumsp･3)

K117;赤 升 麻 iSerratulachinensisS.Moore*?

〃

〃

〃

〃

S158木香に同じ｡(A)

S160漏芦根に同じ｡(F)

S171大小前にほぼ同じ｡(F)

S54升麻,S184緑升麻にほぼ同じ｡
(D)

K157 川 百 部 StemonatuberosaLour･* [Ste1-10naCeaeU S161川百部に同じ｡(A) 商材学に

llll
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･o ‡生 薬 針

】

i

K158i麦 門 冬

塞

Ophiop()Eonjap()nicus(Thumb.)
Ker-Gawler*?

原

lLiliaceae]

K159 明 天 冬 AsparagtlSC()Chinchinensis(Lour.)Merrill*

K150日 L-金 片 Curcumazedoaria(Berg･)Roscoe*or
CurcumalongaL.* 〔Zingiberaceae]

No

5

2

0

5

日
日

日担

K

K

生 薬 名

銀 柴 胡

形

備

S162麦冬にほぼ同じ.(F)
に
の
ca
省
(
塞
(
よ
麦

考

｢
薪
.
=:;
"
･:よればそのほかに Liliope属

が数種類記載されている.L spi
h
㍉
･_r
T
･l
V-
:･･

ta
は
大
冬
閥
び
門

∫u (Liliaceae)(土麦冬,江芳
各地),L･grチminifoliaBaker
麦冬),L.mlnarMakiT10(小
LplatyphyllaWangctTang
麦冬), これら Liliope属お
phiopogon属の塊根をすべて
と称すると思われる｡

S163天冬と間物であるが,形状が異
なる.(下),シンガポ- ルのもの
ローラーにかけて薄く伸展されて
るが,クチンのものは径約 1cm,

ま
ヽ
I...日-
し

良さ5′-6cm の紡錘根である｡ こ
の形状により古来から百部と混同さ
れている｡

S97川一金に同じO(A)

状
､

(F) 径 7-13mm,長さ5-7cm の円柱状の根で,表皮は暗かっ色で縦溝があり,
破折面の木部はかっ色を呈し,折れやすい｡本生薬は戦前には日本市場におい
てみられなかったが,藤田らによる台湾市場品の簡単な解剖図17)があり,それ
にほぼ同じものと思われる｡

安 党 参 ;(F) 径 7-10mm,長さ15mm前後にカットされている｡表皮は淡黄かっ色で,

K161貞油 麻 根

t (甲)

K163i群 生 根

KH

ちK176∠

】K168!

老 蟹 目 J

l

苦 膳 板 !

l

棉 梶 根 !

K170/椿 邦 娘

(A) 径 5-13mm,太いものは厚さ3mm 細いものは程 5cm度に斜切されてい
る(｡表皮は灰かっ色で,縦紋あるいは縦じわがあり,断面の皮部はかっ色,木
部は葦かっ色で,硬い｡

(B) 大きさはほぼ 3×5×0.5cm3,皮部はかっ色で薄く,木部は類白色で硬い｡
虫害があるo

(A) 経 1-2cm,厚さ2′-5mm,皮部は灰かっ色で,やや繊維性であり,薄い｡
断面の木部は淡かっ色から淡黄かっ色で硬く,皮部のすぐ内側にはこまかい縦
紋がみられる｡

(B) 大きさは幅 1-2cm,長さ2-4cm,厚さ2-5mmのチップ状｡皮部はほ
とんどなく,木部の色は黄かっ色で,偽年輪がある(｡極めて軽い｡

(B,A) 大部分は10×7×3mm3のチップからなる｡皮部は馬かっ色から黒色で,
縦紋があり,断面の木部はかっ色から紅かっ色で重点で硬い｡

(C,A) 径 2-5mm,長さ5-7cmの根と,径約 1cm,厚さ2-5mmの飲片か
らなる｡表皮は暗かっ色で,太いものは粗い縦じわがあり,細いものは縦じわ
および約 1cm間隔で横裂紋がある｡ 断面の木部は黄かっ色,細いものを破折
すると皮部は分離しやすい｡

(F) 経 lo-15mm,表皮は黄かっ色からかっ色で,外衣を剤皮した形跡がある｡
断面は黄的色で,ずい線はかっ色で,明瞭である｡

. かっ色で講じわがあり,断面は淡かっ色で,中央にかっ色のずいがある｡根茎

薬類生薬 :大部分は形状をそのまま保っているが,中には自然に破砕されたものもあるo一般に菓類生薬は

形状から全草類と品質的に関連する｡すなわち本来薬類生薬であるが,晶質の劣るものは全等類生薬とな
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るoここでは茎の混入したものはほとんどすべて後に述べる全章類に含めることとし,其のみからなる4:.

薬をとりあげた｡

考

K180-側 柏 葉 .Biotaorientalis(IJ･)Endl･* [CupressaceaeU S193側桁に同じ｡

K182 冬 桑 葉 MorusalbaL* LMoraceac] S194桑葉に同じ｡

K183 荷 連 葉 .NelumbonuciferaGaertn･*[Nymphaeaceae] 幅 5-7mm に刻んだもの.S195荷

のものは径 3(･m,長さ5cm の俵
状o

葉があげられているが,Panaxgln-

･ ほ ㌘属の葉も使われていると思われ

K 186 双 芽 茶 AccrginnalaMaxim.18) [Acera(､eael S207桑芽茶に同じ｡

K 187 :雲 南 茶 CamelliasinensisKuntze* [Thea(､eae] S198云南茶に同じ｡

K 188 !綿 西 棟 ArtemisiaargyiIJ6veiletVaniot* S201析文楽に同じO
(-A.vulg･arlSVar.incanaM･.1Ⅹim.)
. [Compositae】

. ･ 琵諾誤群 島畏 漂 整蓋芸,王墓虚
再庶物の関係が逆になっているo
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